
3 こんな技術を求めています！

東６ 水道管路の埋設位置の把握

2 課題の詳細

東京都

開削工事では輻輳する地下埋設管の損傷事故が発生することがあり、ひとたび事故が発生すると、

工事の中止、埋設物の復旧、周辺住民への対応など多岐にわたる対応が必要となります。

また、設計時に輻輳する埋設管を誤認することで、設計図への反映が正確に実施されないことが

あります。

 深度の深く、管径の大きい配水本管を地上から調査できる技術

 地下埋設管の簡易的な情報（オフセット、土被り、管径、条数）を入力することより、施工箇所の

三次元での位置情報が入手できるシステム

 さらにその位置情報をCADへ変換でき、仮設工事の計画に活用可能なシステム

地下埋設物の位置が複雑であり、全てを正確に把握することが困難です。

現在の情報を３DCADに変換するためには非常に大きな労力が必要です。

1  課題を抱える業務の内容

求める技術：③



東９ 樹木管理の適正化

玉川上水には、樹木（約13,000本）や様々な野草が生育してお
り、その植生管理として、樹木処理作業や下草刈作業など、通年実
施しています。

上流部
水道原水の導水路

中流部
清流復活区間

通年で植生管理を行っているにも関わらず、密林化や高木化の進行、ナラ枯れなどが発生しています。さ
らに、都民の自然環境に対する関心も高く植生管理に関する様々な意見や要望を頂いています。近年では、
台風等が頻発化し、樹木が原因となった人身事故や家屋被害・交通に支障を及ぼした事例も発生しています。
これらの状況に適切に対応するため、まずは、全体の植生状況の定期的な把握や情報の更新が必要です。

しかし、現状は紙台帳により管理しており、即時の情報更新が難しく、更新期間も数年に一度など、植生状
況の反映に時間を要しています。

 ＧＩＳ等を活用した効率的な植生の台帳管理方法
 スマートフォンやタブレットなどを活用した日常の植生管理データの即時更新
 植生の成長速度を予測し、適切な維持管理（樹木処理の時期）などを診断するシステム

植生状況の確認作業や反映作業の効率化

樹木調査 費用：約4000万、工期：100日（範囲：約18km）、約1500万、工期：120日（範囲：約12km）
対象樹木：約13000本 約5年毎に実施

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

東京都

求める技術：③⑦



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

横８ 管路工事進捗一元管理システム

2 課題の詳細

求める技術：①③⑩

横浜市

老朽管の更新・耐震化事業として年間約150件の管路工事を発注しています。管路工事の進捗管理は３段階あ
り、(1)工事担当課の監督・設計の職員が、工事ごとに金額や進捗等を管理する個別工事の管理 (2)同じく工事担
当課の事務職員が行う課が担う複数工事の進捗管理(3)統括課が行うそれぞれの工事担当課を合わせた事業全体
の複数工事の管理があります。

現状上記の(1)(2)(3)の業務はエクセルで行っておりますが、①当初予定から、工事の変更、消去、追加、組み
換え等が頻繁に行われること、②個別工事の管理と複数工事の管理は別で行っていること、③エクセルに詳しい
職員でないと、工事管理の項目追加操作等ができない等属人化していることにより、管理が煩雑になっています。

エクセルでの管理に代わる、個別工事の進捗管理と複数工事の横断管理が円滑に行えるシステム
・個別工事の進捗管理、複数工事の横断管理がひとつのシステム上で可能
・属人化せず、誰でも直感的に操作可能
・システムを見れば一目で状況がわかる、情報共有が容易
・工事の変更、消去、組み換え等が可能
・関連工事の紐づけが可能
・進捗管理できる要素が容易に追加可能（スケジュール、金額、延長等）

4  技術の導入により代替が期待される業務

エクセルを用いた個別工事、複数工事進捗管理業務

5 事業規模・業務量

発注工事件数：※143件/年 ※：令和５年度実績



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

水道は取水からお客さまの蛇口に至るまで、水でつながる一つのシステムです。水道管路につい

ては、断水等のシミュレーションを行うなど、水道管路での効果的な、施設運用を図っていますが、

水道システム全体を結合し、取水口から蛇口まで、総合的な水運用の高度化・効率化を検討できる

システムはまだ存在しません。

仮想空間上に水道システム全体を構築し、視覚的に施設・設備を認識しながら、多様な視点で、物

理的なシミュレーションを行うことができれば、その繋がりや影響を容易に把握することも可能とな

り、あらゆる角度から水運用の高度化・効率化を図ることができます。

 ２次元のマッピングデータから3次元データへの効率的な変換技術、

 フォトグラメトリや３Ｄスキャンなどにより、正確な３次元モデルを効率的に作成できる技術、

 水道施設内の水量・水圧・水温・水質などの動きを、視覚的に比較検討ができる技術

名３ 3次元GIS等によるマッピングの高度化 求める技術：①②③

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

他企業埋設占用者との立会の際に、既設水道管の土被り・占用位置（DP・OF）は竣工図で掘削

断面を作成したところでしか確認できず、カーブしている場所や配管が複雑な場所は、正確な位置

を把握することが困難となっています。

管路の連続したDP・OFおよびGPS位置情報等を記録し、道路形態を含めた３Dマッピングシス

テムで表現することができるようになれば、任意の場所でDP・OFを確認することができるほか、

管路維持管理においても適切に、容易に様々な検討ができます。

 水道管布設時に撮影すれば、連続した管路の位置情報が取り込めるカメラ

 撮影時のデータから３Ｄのマッピングシステムを作成できるシステム

さ４ 水道管の連続した埋設位置情報の管理と３Dマッピングシステム 求める技術：③⑤

さいたま市

1  課題を抱える業務の内容



京都市

マッピングシステムのように，設備関連の平面図等を，現状通りに重ね合わせ，配置や配線・配管等の

情報について，単線結線図や配線系統図等から平面図上の配置，配管・配線ルート等を確認できる形で整

理・管理を行う。また，電源系統や通信ネットワーク，計装ループなどもシステム上で構築できれば，維

持管理業務や防災対策に利用できるとともに，設計業務の補助にも活用できると考えます。

水道施設内に設置される電気・機械設備の情報は台帳等で管理しており，その配置や配線・配管等につい

ては，別途工事図書内の平面図，配線配管図等で管理しています。

このように，設備関連の平面図等に関しては，設置工事毎に独立しており，マッピングシステムのように，

施設の現状を包括的に反映している図面はありません。

 AI等を用いることで簡易に，取り込んだ図面等を重ね合わせ，適正に整理・管理できる技術

 平面図，配線系統図等を関連付け，表示，演算等を行える技術

設計業務、維持管理業務・防災計画業務の効率化

京２ 平面図等を用いた施設・設備情報の活用 求める技術：③⑨

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

浜松市

当市では中山間地域の広範囲に、大小さまざまな規模の水道施設(旧簡易水道施設156等)が存在

しているが、既設管路の埋設状況や位置が不明確な状況が多く、管路更新時や漏水修繕時などには

管路状況把握に時間を要する場合がある。

水道管路は、埋設位置などを示す既存の資料が十分なく、道路以外の山中に布設されている箇所

も多いため、既設管路の埋設状況や位置など、管路状況把握に苦慮している。

中山間地域において施工される管路更新時や漏水修繕時などに、管路の位置(緯度・経度・深さ)

や管種などの情報を取得し、後日その情報が山中の現地において、リアルタイムにタブレット端末

等の画面上に表示され、布設箇所の位置確認などができる技術。

浜２ 既設管路埋設状況の可視化 求める技術： ③⑤⑦



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

浜松市

本市の管理する配水区域のうち大原、常光、深萩配水区域は、およ

そ3,000㎞の配水管が網の目のように繋がりあっており、明確なブ

ロック化がされていない。配水区域を小・中ブロックに分割すること

を検討しているが、既設管路で形成できるモデルは無数に考えられる

ため、維持管理や災害対策の両面から最適なモデルを構築したい。

配水区域をブロックに分割することで、流方向や流速、有効水頭などに変化が生じることになるが、

日常的な給水に影響がなく、漏水の発見や災害からの復旧が迅速にできるような理想的なモデルを構

築するには、多くの時間と労力をかけてシミュレーションを行う必要がある。

 既設管路から形成できるブロック化モデルを自動でシミュレーションできる技術

 シミュレーションしたブロック化モデルの中から最適なモデルを抽出できる技術

浜４ ＡＩを活用した配水区域のブロック化モデルの構築 求める技術： ②③



 施設・設備の情報を電子化し一元的に管理できる仕組み

 効率的にアセットマネジメントを行うことができる仕組み

固定資産台帳及び工事内容と、アセットマネジメント台帳をリンクさせる業務を行っています。

また、各施設の設備の竣工図・設備諸元・改修履歴・修繕履歴等の情報を管理し、設備更新周期

の策定を行っています。

総工事費から各設備の金額を算出する作業に労力を要すことなどもあり、台帳のリンク作業に

苦慮しています。

また、台帳は設備ごとに様式が異なるなど一元的に管理されておらず、さらに一部の資料は電

子化されていないため、設備情報の正確な把握や更新周期の管理に苦慮しています。

電子化することができれば、現在、一元的に管理されていないデータが統合されるため、作業の

効率化が期待されます。

札６ 施設・設備情報の総合管理システム 求める技術：①③

札幌市

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務


